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（改題）野生動物による被害の防除に関する研究

平成２０年度～２２年度

評価項目

  鳥獣による農林水産被害は深刻な問題であり、防除策の開発、改善が求められて
いる。先行する研究では、カワウの孵化阻止手法を確立するなどの成果が上がって
いる。今回の研究では、サルによる被害に対するモンキードックと電気柵の防除効果
やシカの生息密度推定へのラインセンサス法の有効性などが検証される。その結
果、より有効な防除策の実現に結びつくことが期待される。この研究に当たり、人と
野生動物との関わりに及ぼす気候変動の影響についても、調査・分析を行うことを望
む。


